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JI I 竪
1993年， フィジーの首都スバの出版社マナ・ パプリケーションズから出版されたヘレニコと
1) 
テアイワ共作の戯曲『楽園最後の処女』の裏表紙には，次のような気の利いた口上書が載せら
れている。
マラワという南太平洋の架空の島から必死に脱出を願っている若くて美しい娘を一人容
器に取って下さい。つぎに，処女妻を探しているヨーロッパ人の引退した心理学教授を加
えて下さい。よくかきまぜてから，セクシャル ・ハラスメントのデークを集めているハー
バード大学の人類学者をたっぶり振りかけて下さい。この混ぜものの中に， オーストラリ
ア国立大学で教育を受けた先住民で， 自分のルーツを求めて帰ってきたフェミニストの女
性を注いで下さい。
さあ，何ができましたか？
『楽園最後の処女』のできあがりです。
この戯曲 Last Virgin in Paradise は， フィジーの ロトゥマ出身の劇作家ヘレニコ
2) 
(Vilsoni Tausie Hereniko, 1954-)が，キリ バス人とアフリカ系アメリカ人の両親のもとに
ハワイで生まれたが，殆んどフィジーで成長し，現在はカ リフォルニア大学のサンタ・クルス
校大学院の博士課程で意識の歴史を専攻する女子学生テアイワ (TeresiaTeaiw!)が語った実
話に基いて書いた一種のカリカテュアであり，どたばた喜劇である。作者ヘレニコは，この戯
曲に， 'aserious comedy'(まじめな喜劇）という副題を与えている。
初演は， ヘレニコ自身の演出により， 1991年7月3日， スパのフィジー芸術クラプ (Fiji
Arts Club)の劇場 (Playhouse)で行われ，大変な好評をもって迎えられた。フィジーでの初
演後， 1992年12月ハワイのホノルルで，クム ・カフア劇場 (KumuKahua Theatre)の芸術監
督ジニ ・ショフナー (GeneShofner) と俳優たちによって，本読上演が行われた。ヘレニコ
は，専門家や友人たちの意見や助言に耳を傾けながら決定稿を作り， 'Imagesof Paradise'と
2 
'Pacific Clowning'という短いエッセイニ篇を収めて， 1993年これを出版したのである。
4) 
1994年の夏ハワイのホノ ルルで，太平洋作家会議が開催された際に，会議に合わせてこの
5) 
劇は，ヘレニコとジニ ・ショフナーの演出により， クム ・カフア劇場で再演された。 （上記会
議の参加者の多数が， 9月16日の夜の公演を観に行った。筆者も出かけ，歌，踊，そして道化
ありのこの喜劇の諷刺の利いた台詞に笑いながら耳を傾けた。）
『楽園最後の処女』の登場人物は次の通りである。
ヒーナ (Hina)
テマヌ (Temanu)
ジーン (Jean)
太平洋の島嶼国の女性で， 19歳。
半分太平洋島嶼国人の女性で，20歳台の半ば。
オースト ラリア人女性で， 30歳台の終り。
ヘルムート(Helmut) ヨーロッパ人で50歳台の男性，頭は禿かかっている。
ジーキー (Jeke)
男の道化役者
(Male Clown) 
ヒーナの父親
(Rina's Father) 
ヒーナの母親
(Rina's Mother) 
ミア (Mere)
レリ (Lele)
アナウンサー
太平洋島嶼国の男性， 20歳台。
太平洋島嶼国人で， 40歳を超えたところ。
太平洋島嶼国人で，40歳台の半ば。
太平洋島嶼国人で， 40歳台のはじめ。
太平洋島嶼国の女性で，40歳台の終り。 （彼女は結婚式の場面で，
女の道化役者の役割も演じる。）
太平洋島嶼国の女性で， 40歳を超えたところ。
太平洋島嶼国の女性， 40歳を超えたところ。
婚礼の招待客とダンサーたち。
芝居の筋は， マラワ (Marawa)という太平洋の架空の島国で展開する。全四場から成り，
時は現代。舞台はそれぞれ次の通り。
第一場 マラワ・モーテルのペランダ。
第二場 明くる 日，野外。
第三場 結婚式の夜。マラワ・モーテルのヘルムートの寝室。
第四場 結婚式の翌日，空港。
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作者は，演出ノートに， この削はまじめな喜劇 (aserious comedy)であるから，舞台は簡
素で象徴的なものでなければならないと述べている。四つの場面には，背景にそれぞれ違っ
た4枚の絵画が吊されることになっているが，それらは各場の内容を象徴的に表現するもので
あり，要は，観客にそれがわかればよいのである。必ずしも作者の書いた通りの絵を使う必要
はなく，各場の支配的なムードを捉えるような絵であればよいし，絵のかわりにスライドの映
写でもよい。
演出家の能力がもっとも問われるのは第二場の結婚式とその祝宴の場面である。ここで演出
家は，典型的なポリネヽンア式結婚式の無礼講的な雰囲気を巧みにかもせるような演出をしなけ
ればならない。それには，即席の台詞や演技がものをいう。また，作者は，俳優陣に，太平洋
の異った島々の出身者を集めることを奨励する。そして，それが可能な場面では土地の言葉で
会話をし， 後でそれを英語で伝えるような工夫をするのがよい。そして， その言語は， 例え
ぽ，ハワイでこの劇を上演する時にはハワイ語を用いる， というように， この劇が上演される
土地の言葉を使うのもよいことだ， という。作者がこの場面でもっとも重要視しているのは道
化役者の役割である。結婚式の場面の出来不出来は一に道化役者の観客を笑わせる才能にかか
っている。実際，有能な道化役者は観客を誘い出して，歌や踊りに参加させることができるの
である。従って，この場面は上演のたびにさまざまな演出の仕方があってよい。道化役者
の活躍する， 太平洋島嶼国の民族的な， そして伝統的な祝祭が演んじられることが大切であ
る，と作者は述べている。
作者は，主役のヒーナ，ヘルム ート，ジーン，テマヌをそれぞれ幅も厚みもある立体的な人
物として造形することを求めている。それには服装や動作が役立つ。例えば，ヘルムートに非
常に派手な衣服を着せることによって実際より若い印象を与えるようにするとか，彼は墨をか
ぶっているので，話しながら，無意識に手で髪をなでるような動作をさせ，また，何か物事を
する際に順番にこだわらせたりすれば効果的であらう，という。なお，ヘルムートは第一場
で， 'Helmut Klinghorst .... my name'(1)と名乗るが， ヨーロッパのどこかの国の出身と
いうことだけでにして，わざと曖昧にしてあるが，上演の仕方によっては，少し台詞の変更を
必要とするが，ある特定の国の出身としても差支えはない。結婚式に出席したジーンの服装は
ごく真っ当だったのが，劇の進行とともに次第に無頓着になってゆく。それとは対照的に始
め伝統的な衣装を身に着けていたヒーナが劇の途中から洋装に変わる。テマヌは最初欧米風だ
ったのが最後の湯面では先住民の伝統的な衣服を着て現われる。
以上が作者ヘレニコの演出についての注文である。
4 
では第一場から順にその内容を検討してゆこう。
第一場の場所は TheVerandah of Marawa motelである。暗い舞台。浪の音がゆっくり退
いてゆくと，代って， 静かでもの悲しいボリネシアの音楽が聞えてくる。まるで一点に固定さ
れたような優雅で控え目なポリネシアの踊りを踊るヒーナにスポットライトが当てられる。踊
りが終ってヒーナが退場すると，スボットライトは背景に吊されている，ボリネシアの女性を
描いたゴーギャンの有名な絵を照らす。この背漿の前に， ジーン，テマヌ，ヘルムートが，そ
れぞれ彼らの性格を物語るような姿勢で凍りついている。スポットライトが彼らに当ると，順
番に自己紹介をする。こうして第一場が始まるのである。
マラワ人の性的行動の調査のためにフルプライト財団から 2万ドルの研究黄をもらってニケ
月前からこの島に調査に来ているハーバード大学の人類学者ジーソ。
12歳の時島を離れ，ォーストラリア国立大学の史学科を卒業した今，自分のルーツを見付け
るために昨日帰国したばかりのテマヌ。
島の処女の娘を要に迎えようとしてやって来たヘルムート・クリングホルスト。
この三人が親客に向って自己紹介を終えると，彼らの間で会話が始まる。その会話から次の
ようなことが明らかとなる。
ヘルムートは，アルコール中毒の，引退した心理学教授で，処女妻を求めて南太平洋の島々
を尋ねたが，手付かずの娘などどこにも発見できなかった。ところが， この島に来てやっと完
全な女性を見付け，彼女と明日，彼女の村で結婚することになっている。実は，彼はジーキー
といういささか怪しい青年に周旋を頼んだのである。この青年はジーンの調査のインフォーマ
ントであることも分かってくる。ヘルムートは，南海の楽閑神話を信じ，処女崇拝の固定観念
を持った，だまされやすいいささかお人好しの白人である。
第一場の途中から登場するその処女ヒーナについてヘルムートは満足げに言う。
Helmut: Isn't she beautiful ? 
Jean: Yes. Very pretty. You're a lucky man, Helmut. 
Helmut: She's more beautiful than the woman in Gauguin's paintings. Don't you 
agree ? She's got the hair and the skin colour, but not that fat. I'm a 
lucky man indeed! (to Rina) Darling, why don't you stand against the 
sky, and let us have a look. (Rina obeys while Helmut goes to stand 
加工tto Jean; they admire Hina, as though she were a museum piece.) 
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what do you think? (11) 
?
この後ヘルムートは， 彼としては巧みにというか， 強引にジーンにヒーナの写真を撮ら
せ，結婚式の写真の撮影も頼むのである。
白人のヘルムートの存在に不機嫌になっているテマヌは，オーストラリアで暮し，大学で学
んだインテリ女性であるが，自己のアイデンティティ確立のために，故郷のマラワに帰って来
たものの，それは彼女にとって余りにも異文化の世界であった。ヒーナとの会話から，彼女ほ
昨日到着しながら，直ぐ叔父の家に行かずマラワ・モーテルに泊ったことが分ってくる。
テマヌはヒーナのあこがれの的である。ヒーナは， 自分も彼女のように広い世界に出て，良
い教育も受けたい， と願っている，抜け目のない娘である。彼女によって，テマヌが彼女の従
姉妹であることが明らかにされる。ヒーナの父の兄ニティカがテマヌの父で，彼はオーストラ
リアの白人女性と結婚した。二人の間に生まれたのがテマヌで，彼女が12歳になった時，彼女
の教育のために一家をあげてオーストラリアに移住したのである。マラワ人の父の血とオース
トラリア人の母の血が半分ずつ流れるテマヌは今心の分裂に悩んでいる。
Rina: How long you away? 
6) 
Temanu: Twelve years, studying about the palagi and their way of life, their 
history, their language. One day I realised I didn't know my own history 
or the Mara wan language. Then I decided to come here... I want to 
know who I am. (6) 
テマルは，ヒーナのヘルムートとの結婚に反対して言う。 「彼はあなたの三倍も年上よ。お
父さんといってよい位だわ。それにアル中よ。分かってるの？…•••私の言うことを聴いて， ヒ
ーナ。私はあのような男がどういうものか知っている。彼らは誰れか料理して く女性，仕事
から帰ってぎた時に美しく見える女性，飽くことを知らない性欲を満足させてくれる女性を欲
しがっているだけだわ。」そして，とまどっているヒーナに向って，「まだあれが立つかどうか
試したがっているだけだわ」とまで言って反対する。
Hina: Get it up?: . I'don't understand. 
Temanu :・Oh, ・,Hina l-(pause)・. How long have you known this man? 
?Hina: Four weeks. 
Temanu: Is that all? 
Hina: Yes. (8) 
この第一場の途中から登場するヒーナは19歳で，カニカニ村 (Kanikanivillage)の（ヘルム
ートによれば）身分の高い酋長の娘である。ヘルムートとヒーナとの結婚を都合よく企らんだ
のほジーキーであるが，最初怒った両親も相手が金持ちと聞いて，娘の幸せを願って結婚を
許したのである。ヒーナもしっかり計算している。
Temanu: Tell me, Rina. Do you really want to marry this man tomorrow? ... 
Rina: It too late now. I say yes already. (begins to sob) He promise he send 
me to school, to get good education. I always want good education, like 
you. But my parents, they only want me to be good daughter and good 
wife. This my only chance, Temanu. But I afraid too. He frighten 
me sometime, but sometime very caring. . . . (9~ 10) 
独身のジーンは，ノートを取り，写真を撮り，アンケート用紙の回収率の悪さを気にしてい
る。お金を出せi.:貧しい先住民は何んでもしてくれるだろうとか，写真を撮ってもらうのが好
きなはずだ，などと思い込みの強い，かなり独善がりな人類学者である。
Temanu: A bloody nosy foreigner who cares for nothing but her research .... (9) 
Helmut: (to Hina) Dear, could you turn to the side? This nosy anthropologist 
will take a picture. (Hina turns.) 
Jean: ・I'm nosy, am I? I can't・see how I can do my job otherwise! (11) 
しかし，彼女の第一場幕切れの台詞は，彼女がこの島に来た目的が必ずしも調査だけでない
ことを暗示している。ジーンはふと，ジーキーと結ばれる夢をみる瞬間があるが，すぐ打ち消
してしまう狐独な女性である。
Jean: .... Jeke's one of my informants .... • funny guy, and not bad-looking 
either ! I wonder what he'd be like .... Oh well.. . . never mind. Yes, the 
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wedding, tomorrow. Maybe I'l get lucky ! (13) 
?
第一場の舞台背景のゴーギャンのクヒチの女の絵は， 18世紀以来西欧の作家たちが，南太平
洋の島々について創造した，固定化した楽園のイメージを象徴している。清純な乙女のいる楽
園のイメージは，ヘルムートのような西欧の知識人をすら誘引する魅力をもっている。 （もっ
とも，楽図に処女を求めてやってくる人は，真実を見ようとしない，おめでたい人であろう。
ヘルムートは，アルコール中毒で，夢に酔っている。そして， ロマンティックなミュージカル
7) 
『南太平洋』で歌われるような甘美な歌謡の一節を好んで口吟む。）南太平洋の島々は， 20世
紀の初頭ジーンのような人類学者が調査の対象に選んだところであった。そして現代はツーリ
ズムが再び楽園を呼びものにしている。ヒーナがジーンに写真を撮ってもらう時のポーズの取
り方は， よくある観光用ボスターのモデルの真似をしているのである。
第二場は結婚式と祝宴の場で，時は第一場の明くる日，場所は野外。スボットライトが背景
の絵を照らし出す。それは，褐色のさなだ紐を巻き，タカラガイの貝殻を飾った巨大なカーヴ
ァの鉢を描いた絵で，結婚とコミュニティを象徴するものである。舞台が明かるくなると，中
央に道化役者が立っている。舞台後方に新郎新婦の坐るマットが置かれている。周囲に新婦の
両親と招待客が坐って新郎新婦の入場を待っている。道化役者の合図で，歌手と踊子たちが舞
台前方中央の位置につく。結婚式の場ではずっと道化役者が歌の指揮をし，おどけた道化を演
じる。歌は，誰れでも知っている，性的なほのめかしや描写をともなうものを選ばなければな
らない。道化役者はこの場の進行係を務める。いわば太鼓持である。
この場面は，南太平洋の諸島で行われてきた，道化が狂言回しをする結婚式と祝宴を舞台上
に再現しようとするもので，この劇の見せ場である。演出家は同じような効果をあげる歌で
あれば別のものを選んでもよいと作者は断って， 1993年に出版された戯曲には1991年の初演
の際に選ばれたサモアとフィジーの歌を載せている。 (15-18) 
作者によれば，フィジーのロトゥマでは結婚式のような祝い事では女道化役者が主役を演じ
るという。この劇では， ヒーナの伯母ミアが女道化役者の役割を演じ，男の道化役者と役の転
換をする。ミアはヘルムートの髪に似たプロンドの覧をかぶっている。歌手たちが最初の歌を
歌い終った時，彼女は男の道化の腰をつかんで言う。
Mere: Hey, darling! You virgin? Me wanna marry you! 
M/Clown_: Virgin? . (to crowd) What she talking about? Here, let me whisper in 
?your ear! (16) 
ミアがこう囁き迫ると，男の道化役者は笑いながら，マットのまわりを逃げ回り， ミアはその
後を追いかける。突然，道化がが向きを変えると，彼女の腹にぶつかる。
Mere: Oh Sina! Why you play hard to get? I come al the way from Jamani 
to£nd virgin, so why you give me hard time. Here, how much you 
cost, my litle sweet pussy cat. 
M/Clown: (purring ..) Only three cents, for three minutes. 
Mere: Oh, you very cheap. Make your price higher. Don't forget add Vat-Value 
Added Tax. VAT.... (16) 
というような言葉のやり取りで，ヘルムートとヒーナの結婚に至るまでの経緯が語られ演じら
れる。一人の招待客（レリという女性）が立ち上がってミアに声を掛ける。
Lele: Hey richman ! Me very cheap! No VAT! No inflation! 
Mere: Oh yeah? But are you virgin ? 
Lele: Oh yes! B-i-g virgin! (16-17) 
それから， これら二人の女性が一緒なって男の道化役者を襲う，そして彼はおびえる真似をす
る。二人の女が彼を抱き締めると，歌手たちは次の歌をうたい始める。そして道化と二人の女
性はお互に腰を抱き合って輪を描くようなフィジーの踊りを踊る。やがて母親が道化役者に近
づき囁く。すると道化が歌を止めさせ，新郎新婦の入場を告げる。正面にいる招待客が一列に
並んで踊りの用意をする。ヘルムートとヒーナが登場するとき，皆んな起立する。父親がサモ
アの愛の歌をうたい始めると歌手たちが唱合する。二人が登場すると両親はその背後に立つ。
サモアの愛の歌が終ると， 道化の合図で歌手たちが「キシ・マイア， キヽ ン・ヤニ」 ("Kisi 
Maia, Kisi Y ani.")というフィジーの歌をうたい始め， 客たちと一緒にツイボト (tu1boto)
という踊りを踊る。これは「蛇ぴ踊り」として知られているもので，男女がそれぞれ一列にな
って，相手の腰を持ち，左右交互に片足で跳ぷように踊るのである。両親もヒーナも踊りに参
加するが， ヘルムートは取り残され，傍観者の悲哀を味わう。
この後道化の司会によって，酋長ウェイストマイタム (ChiefWastern:ytime「私の時間の
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浪費」の意），父親，
る挨拶は通訳無し，
ヘルム トー，そして最後にジーキーと挨拶が続くが，
父親の挨拶は道化が英語に翻訳するが，道化は，
， 
酋長の原地語によ
わざとこんな訳をして，．
招待客の喝采を博する。父親は疑わしそうに道化役者の顔を見上げる。
I thank God for he bring very handsome man, .and man with plenty money, to be 
the husband of rny daughter. Before we very poor, but now that our daughter getting 
married, we soon be very rich. Now we can pay back al the credit we take from 
•Ii.
し
··0,tJLI
•
. ???
??
•. ?
? ? ?
the village co-op and al the money we loan from al our relatives. Praise be to 
God! God is good! Yes, Hallelujah! (20) 
また， ヘルム ートの花嫁の両親に対する， どうか娘を失ったと思うのでなく，息子ができた
のだと考えてほしい， という挨拶を，道化しま， 「彼は，両親に， かんでしまった風船ガムのよ
うな役立たずを迎えてくれてうれしい， と感謝している」 (21)と訳して， 笑わせる。
最後に花嫁の踊りとなるのだが， ヒーナが踊っている周りを，道化とジーキーがふざけて回
る。 ジーキーが坐っているヘルムートのマットを引っばったため彼は偽れ，訳がわからず憤慨
して，
く。
ヒーナにもう帰えろうと言い出す。 他の登場人物は全員二人を見ているうちに凍てつ
Helmut: 
Hina: 
Helmut: 
Hina: 
Bina! 
But the wedding not :finish. 
culture. 
Let's go! Come witl1 me, now! 
You not suppose do this to me. 
You my wife now. 
Helmut, 
Come! 
But I not eaten yet, Mr. Helmut ! (22) 
this dance very important in my 
ヘルムートは招待客に向って， 「私iこだって歌えるのだ」と言って，舞台中を歩き回りなが
ら，華かな調子で例の歌をうたう。ヘルムートが無理やりヒーナを引っぱって退場すると，結
婚式の客たちがまた動き出し，歌をうたい出す。道化が中央で激しく跳び回ってから， さあ，
結婚式は終りだ， さあ，帰えって風呂を浴びるのだ．／と言って，皆んなを追い出す。とても落
胆した様子の花嫁の両親を慰めてから，道化役者も笑いながら退場する。後にはジーンとテマ
ヌだけ残る。
ジーンが 「こんな風変りな結婚式は見たことがない」と，興奮し， "I'venever seen such 
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uninhibited carryings-on. The textbooks don't quite capture the spontaneity and the 
innocence of island life." (24)と，観念的なことを言うと，白らけたテマヌが， ジーキーを
指しながら，胸のうちを語る。
Temanu: You make me laugh! (pointing at Jeke) Is that what you mean by inno-
cence ? Do you really think that we don't know pain and sorrow ? I 
suppose you think we are happy-go-lucky, that we don't feel angry when 
people like you treat us like curios in a museum. (24) 
そして， 二，三ヶ月の学術調査で， 我々のことが充分理解できたと考えるのは， 思い上がり
だ，楽園に処女を探しに来たヘルムートと一つ穴の絡だ， と言う。ヘルムートと私とは違う，
私はマラワ語を学びたいと思っているし，マラワの文化とマラワの人々を理解したいと思って
いる，と抗議するとテマヌは言う。
Temanu: (pause) Maybe you are different then. If you are, then we should stick 
together. As long as there are men like Helmut, there can never be 
equality. Flying to the end of the world looking for the perfect one ! 
Yaak ! The arrogance and conceit of men! Do we women expect our 
husbands to remain virgins until they marry? This is the battle that we 
have to fight ! (25) 
こうしてテマヌがいよいよフェミニストの本領を発揮しはじめると，ジーンは，自分は通過
して行く人類学者にすぎないと逃げ腰になる。
Temanu: Why not? To be a true anthropologist, you have to get involved! How 
else could you understand other people ?. . . . (26) 
この後に続くテマヌとジーンとの激しい言葉のやり取りは，この劇の重要なボイントの一つ
である。
Jean: I suppose you think you know everything about us. We, the palagi, are 
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the villains, while you, educated islanders like yourself, are the self-
appointed saviours. Interfere if you wish; as far as I'm concerned, it's 
none of my business. 
Temanu: Then stay away! Don't ever venture out here if you are merely going 
to be a spectator, just passing through. 
Jean: You're fine one to talk. You return after twelve years and what do 
you do? You book into the only motel on this island. If you are so 
committed, why don't you go and live with your relatives? (26) 
痛いところを衝かれて， テマヌは一瞬黙り込み， "I will, when I know exactly what I 
should say, and do." (26)と答える。
この後第二場は，テマヌが退場した後独言を言いながらノートを書いているジーンにジ
ーキーが近寄り， 「クロ芋を植えたくないか？」 (29)と誘うが，結局， ジーンに暗示は通じ
ず，話が噛み合わぬまま，ジーキーは退場し， ジーンはほっとする。ノートを取り出して書き
始めたジーンは蚊に刺され， "Ouch! Bloody mosquitoes!"といって，股を勢いよく掻く。そ
して， 「蚊のマラワ語は…」と考え込むのは第一場の最初の場面と同じであるが， ここでは，
一瞬の閃きによって，ジーンは言う， 「マラワ語で蚊はジーキーだわ」 (29)と。そして笑い
ながら，反対側に退場する。
第三場。マラワ・モーテルのヘルムートの寝室。時は結婚式の夜。背景の絵は，大きなうな
ぎがうにを喰べようとしているところを描いたもの。この絵は， うなぎがヒ ーナをそして喰
べられようとしているうにがヘルムートを暗示しているものと思われる。作者によれば，ボリ
ネシアのある神話に， Rinaという女性がうなぎと性交する話があるという。ベッドとテープ
ルには赤いシーツが掛けられている。テープルの上にはウイスキーのポトルとグラスが2つと
小包が置かれている。ベッドには本が 3冊きちんと積まれている。ヘルムートとヒーナが結婚
式の衣裳のまま登場。ヘルムートは右手にヒーナのスーツケースを提げ，左手をヒーナの腰に
当てている。ヒーナは左手にクコノキの葉の繊維で編んだバスケットを提げている。ヘルムー
トはスーツケースを下におろし， ヒーナを抱き上げて敷居をまたごうとするが，彼女が重すぎ
るのであきらめる。彼女はじれったそうに彼の顔を見て，さっさと自分で部屋にはいる。部屋
の様子をさっと見回した後ベッドの上に，太平洋圏の上流婦人のように横坐りに坐わる。ベ
ッドの上の本を順番にながめる。ヘルムートはウイスキーをグラスに注ぐ。ヒーナは彼を注意
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深く観察している。彼はお気に入りの歌をうたい，髪をなでる。
第三場の前半は，お互に相手の人格を知らないまま，それぞれの思い込みや，願望によって
結婚したヘルムートとヒーナであるから．噛み合わない言葉のやり取りや，どたばたが続く。
そして，固定観念に縛られていないしっかりしたヒーナの強さが次第に表に出てくる。
ヘルムートが， ヒーナに，用意しておいた赤いネグリジェに着替えさせるのに一苦労する場
面は滑稽であり，ヘルムートが哀われでもある。ヒーナーは，彼の見ているところで服を脱ぐ
のは嫌だ，と言い張る。自分の夫の前で恥ずかしがることはない，というヘルムート。
やっと，ヘルムートに眼を閉じさせて，服を脱いだヒーナはラヴァラヴァ (lavalava. ポリ
ネシアの人々が腰に巻く絹の腰巻き様のもの）を腰に巻いている。
Hina: Open eyes. What you think? (Helmut sits up and・stares, speechless.) 
You :fi.nd me attractive in lavalava? 
Helmut: Yes. Definitely. But. ... 
Hina: But? 
Helmut: I can't get it up with a laヵalava! That's why I got the red negligee. 
(losing his patience.) Put it on! Now! 
Bina: I only get excited in lavalava. 
Helmut: You don't need to get excited. All you have to do is lie there and close 
your eyes. I'm the one who has to get it up. But :fi.rst, the foreplay. 
We kiss :fi.rst. (34) 
ヘルムートは接吻しようとするが， ヒーナは彼を押して離れ，寝台の反対側に逃げる。
Hina: Please, don't kiss. I don't kiss. 
Helmut: No? What do you do then? 
Hina: Kissing dirty. It filthy. 
Helmut: Who cares if it's filthy. I want to be filthy・tonight. Don't you? 
Hina: No. 
Helmut: No? Then we've got a problem, haven't we? .... (34) 
飽くまでもネグリジェを着させようとするヘルムートに， ヒーナは，では横を向いていてくれ
ヘレニコ作喜劇『楽固最後の処女』 13 
と言う。
Helmut: Why should I look away when I want to see what you've got? 
Rina: I'm ashamed: It's my custom. 
Helmut: Your custom ! Your bloody custom ! Before the missionaries came, you 
wore just a leaf, like Adam and Eve in the garden of Eden. Now, you 
can't even take of your clothes in front of your husband. And you say 
this is the custom? Well, tel me, is it your custom to do it with your 
clothes on or of?. . . (34-5) 
やっとラヴァラヴァの上にネグリジェを着たヒーナを見て，ヘルム トー は "OhGod. You 
look surreal. Just as I imagined. Oh I love you Bina." (35)と叫んで， ヒーナをつかま
えて接吻しようとする。ヒーナしま逃げて，寝台に跳ぴ上がる。バスケットを見て，母から何か
貰ったことを思い出す。バスケットから，バルサミという，コーンビーフをココナツ・クリー
ムで調理し，タロ芋の葉に包んだものを取り出し，クロ芋の葉を開いて中味を口に入れ，指を
なめる。そして，ヘルムートにも勧める。ヘルムートは信んじられないような顔つきで彼女を
見つめ，それから，コーンビーフを掴んで捨てる。そして，彼女の上に跳ぴ乗り，接吻しよう
とする。そこで揉み合いとなり，ヒーナはヘルムートの髪を引っ張る。すると堂が脱ける。ヒ
ーナは自分の手の中のものを見つめて悲鳴をあげる。手にからんで捨てられない。悲嗚をあげ
ながら逃げ回るヒーナを，両手で頭をかくしながらヘルムートが追いかける。悲嗚とどたばた
という物音に，テマヌとジーンが現われるところから第三場の後半である。
テマヌは激しくヘルムートを詰り， ヒーナに，今夜は私の部屋で寝なさいと言って，着替
えさせ，スーツケーツもろともヒーナを連れ去ってしまう。立ち去ろうとするジーンをヘルム
トは呼び止め，今夜ここ泊ってほしい， と懇願する。決心できないまま，ジーンはしばらくな
ら， と留まる。 こうして二人は， ヘルムートの身の上話に始まり， 何故この島にやってきた
か， この島の人間が理解できたか，というような問題について話し合う。ジーンには，テマヌ
も自己分裂した人間に見えてくる。
Helmut: .... Do you think I'm crazy ? 
Jean: I don't. I think you're a litle lost, but so are most people. Look at Temanu, 
deluding herself that she's here to find her roots. But when she find them, 
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will she want to embrace them? Of course not!. . . . She wants to be 
decolonized, yet she can't do without the colonizer's symbols of the good 
life. She thinks she knows what's best for her cousin and I suppose for 
everyone else on Marawa. But she doesn't know them any more then 
you or I. 
Helmut: And I? Tell me more about me? 
Jean: You were attracted to the Pacific because of al that you've read about free 
love and sexual freedom. Am I right ? 
Helmut: Yes, carry on. 
Jean: Why then did you expect to find virgins here? For a psychology professor, 
I :find that rather curious. 
Helmut: You make me sound twisted. 
Jean: We al are. I came here expecting Marawa to be primitive and what do 
I :find? Natives dressed to the ankle, a丑edglingfeminist from ANU, and 
a toupeed alcoholic from a continent called Europe! (Jean laughs. Helmut 
sees the humour and joins in.) It's ridiculous, isn't it? We al think that 
Paradise is a place, when al the time .... it's a state of mind! (40) 
こうして，ジーンは， 「楽閑」は何処かに存在するのではなくて，心のあり方なのだという認
識を示すが，一方，ヘルム トーは，年を取り，性的能力の衰えたのが怖い， と告白する。そし
て，ジーンに，今夜ここに泊ってほしいと頼み，心の弱さを暴露することになる。
Helmut: (holding her hand) Please don't go, I want to be with someone. I fel 
so lonely. (begins to sob.) Nobody loves me .... (41) 
「お休みなさい。明日空港へ見送りに行くわ」と 言って去ろうとするジ ンーに， ヘルムート
は， "I love you, Jean ... " と， もう一度訴える。ジーンはためらう様子を見せるが，結
局， "Thanks for the offer Helmut, but I'm not so desperate, yet." (42)と言って，急い
で去る。ヘルムートは寝台に横になり，赤いネグリジェを抱いて丸くなる。かすかに彼のお気
に入りの歌が聞えて来て，舞台は暗くなり， この場が終る。
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第四場の背景の絵は，空を飛ぶぐんかんどりの絵である。海外に雄飛するヒーナを象徴して
いる。時は結婚式の翌日，場所は空港。小型航空機の着陸する音が聞える。ヒーナの両親と伯
母，そしてジーキーが， ヒーナとヘルムートの到着を待っている。ヒーナの母親と伯母のミア
が手に花輪を持っている。この場のヒーナは結婚式の時に冠っていた麓をつけて現われる。ジ
ーキーはウクレレを弾きながら，別離の歌をうたう。二番の歌詞をうたっている途中，係員が
登場して，航空機の到着を告げる。
Announcer: I announce arrival of aeroplane. Passengers leaving on flight to Puva 
please check counters for your seat numbers. Tank you! (43) 
何度か繰り返されるアナウンスで， このフライトの航空会社が PatheticAirであることが分
かる。それがフィジーの航空会社の PacificAirの，そして行先の Puvaがフィジーの首都
Suvaのパロディーであることは，誰れにも分かる。
待合室で， クリスマスの土産に何を頼もうか， とか， ミアがジーキーに，ヘルムートからい
くら貰ったのか，などお喋りしているところヘヘルムートとジーンが登場。ヘルムートは酔っ
ている。スーツを着て，手にはプリーフケース。ジーンは花柄のワンピースを着て，肩にカメ
ラを吊している。
ジーンから， ヒーナがテマヌとモーテルに居ること，昨夜ヘルムートとヒーナの間に問題
があったことを聞かされた両親 ミアは興奮して，ヘルムートに事実を聞き係しそうとする。結
婚式が終ったら貰う約束の金をジーキーが請求するとヘルムートも興奮して，ジーキーの胸ぐ
らを掴んで，君は私に良い妻を見付けてくれる約束だった，それが今何処にいる， と叫び，ジ
ーキーが言い返えす。ジーンが仲に割って入って，ヘルムートを落着かせる。ジーンが，待っ
ても無駄だから， とヘルムートを塔乗口ヘと うながす。ヘルム トーは， "I'm sorry. Please 
forgive me .. " と涙声で言って父親の手を取ろうとすると，彼はそっぼを向いて唾を吐き，
"Get out!" (48)と叫ぶ。 ミアは握手し， 頬に接吻する。母親も同じようにした後持って
いた花輪を首に掛けてやる。ジーンはこの間ずっと写真を撮っている。
ミアと両親が去った後，ジーンとジーキーの際どい言葉のやり取りがあり， ジーキーに何故
そんなに写真を撮るのかと尋ねられたジーンの答えは，一部のいわゆる学術調査の実情や，一
般的な観光客の習慣をからかっている。
Jean: I don't know. Haven't really thought about it. (pause) It's something 
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that we anthropologists do .... and tourists too. I think I know the answer ! 
We can hold pictures in our hand and say to folks back home, "I've been 
there, I've done Marawa, and here's the proof." Without something con・
crete to show, how do you know they'll believe you ? In my case, pictures 
are the most tangible evidence I have of having done field work! So far, 
anyway. (50) 
第四場の後半，テマヌとヒーナの別離の場は，短いが切迫した力のこもった， この劇全体を
引締める，ァイロニーとクライマックスとなっている。テマヌにはショッキングなヒーナの，
実は処女ではないという秘密の告白と決意の表明，そして，門出である。劇の楠成として見事
なのは，アンティ・クライマックスとして，最後にジーンの告白があり，ジーンとテマヌが一
種の和解に達して，劇が締めくくられることである。
空港におくれて現われたヒーナは洋服を着て，キャンバス・シューズをはき，肩にはショル
ダーバッグを掛けている。一方，テマヌは原地の衣服を身につけている。なおも止めようとす
るテマヌにヒーナは言う。
Hina: Sister, don't stop me. You go around, you see the world, but I not. I 
never go out of this litle island, never. I want to get out. I want to 
see the world, to experience it myself. And I want good education too. 
This man, he my passport. (51) 
そして， "Yourpassport to misery!" (51)と言うテマヌにヒーナは答えて，次のような告白
をしてテマヌを驚かす。
Rina: Sister, I understand what you saying. But. . . . I tel you my secret .... 
Temanu: What is it, Rina? 
Rina: I not virgin, Temanu. 
Temanu: You're not a virgin? 
Rina: Like you, I girl no more, I woman now. 
Temanu: Rina ... 
? ?
?
?
、? ? ? ?
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Hina: It was Jeke ! 
Temanu: Jeke ! Oh God. Jeke ! 
Bina: Yes. (brightening up) And he very good, I enjoy it. I only wore one 
leaf, so I don't mind if it get crease. (a slight mischievous smile)・Jeke 
9) 
experience, not like your Australian boyfriend. 
Temanu: (pause) I see .... But what will you do when Helmut finds out that you're 
not a virgin? 
Bina: Helmut? There are ways .... Right now, let him dream his dream. Let 
him think I virgin. That his problem. But don't worry. I have brain 
too. Like you ! (51-52) 
そして， 「もし捨てられても， 私が忠告しなかった， など言わないでね」というテマヌtこ，
"I won't blame you. This my choice. If I make mistake, I learn. But I got to do 
this. And please tel my parents, I'm sorry. Maybe they feel ashamed, about the 
wedding." (52)と言って，出口の方に向う。そして「何処に行っても）レーツを忘れないでね」
と後から叫ぶテマヌtこ， ヒーナは答える。
Rina: (shouting back to Temanu) I know my roots. You come to find roots, 
that fine, but I. . . . I want to find wings too l (52) 
テマヌは走り寄って，私のプレゼントだといって身につけていたラヴァラヴァを取り， ヒーナ
の腰に巻きつける。テマヌとヒーナは抱き合い，テマヌはヒーナの頬の涙をふいてやるとヒー
ナしま塔乗口ヘと去って行く。
行ぎ違いにヒーナの両親とミアがはいってくる。彼らはヒーナとテマヌがモーテルにいると
聞いて探しに行ってきたのだった。父親は威嚇するようにテマヌに向ってステ ッキを振り上げ
る。 ミアは， 「モーテルヘ行ったら， こちらへ向ったと言うので，大急ぎで戻ってきた」と告
げる。そして， 手に持っていた花輪を， これはあなたにあげよう， と言ってテマヌの首に掛け
てやり，頬に接吻する。 「止めたんだけれど私の言うことを聴いてくれなかった」と詑びるテ
マヌに母親が言う。
Mother: Hina・gone, !;mt you come home, Temanu; We. lost her, but we find 
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you. We so happy you come. Now we take you home with us. This 
way .... " (53) 
彼らが去ろうと向きを変えた時，ジーンとジーキーが登場する。二人を見て，皆んな驚く。ミ
アがジーキーをからかい，笑いながら退場。 ミアが何んと言ったのか， と尋るテマヌに，母親
は， 「お前はあの老婆をどこへ連れていってきたか」と言ったのだ，と説明し，両親も笑いな
がら退場する。彼女何んと言ったの， と尋ねるジーンに， ジー キー が， 「あなたは美しい」と
言った，というのを聞いて， 自分がからかわれているのを知り，苦笑する。その後で，ジーン
はテマヌに，明日モーテルを引きあげて，テマヌの親戚の家に移る，という。（第四場の始め，
空港の待合室でミアがジーンに自分の家かヒーナの両親の家に来るようにと誘った。 (45)) 
Temanu: You mean you won't be playing the palagi anthropologist any more? 
Jean: That's what I mean. (54) 
そして， これから村で出会うことになる，友達なれるだろう， と言って立ち去ろうとすると，
ジーキーが，僕を忘れないで， と呼び掛ける。それに対し，ジーンは，今後私にはかまわない
でほしい， と言う。
テマヌが， 「どうして彼の後を追いかけないの？白人の人類学者がこの島にやって来くるや
否や覚える第二言語は性的欲求ではなかったの？あなたはただ，大きな黒いゴリラに処女の花
を散らしてもらいたいのではないのか？」と言うと，ジーンは黙り込んで
Jean: (silence) How .... how did you know I'm a virgin? (55) 
と言い出し，テマヌを驚かす。
Temanu: What? (pause) My God, I'l be damned! (stares at Jean in disbelief 
as Jean begins to shake.) I had no idea. (moves to Jean) I. .. Look, 
I'm really sorry. (55) 
ジー ンは， （私が処女だということが）誰れの目にも明白だということを知らなかった，と
言う。テマヌは自分には全くわからなかった，と答えてから観客に話しかける。
?
?? ? ?
?
? ? ? ? ?
． ． ?
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Temanu: (addressing the audience) Was it obvious to you? It wasn't to me. God, 
I don't know about you, but I've had enough surprises in a day !.. (55) 
そして， 「私はもうこの劇から降りる。」と言ってから， ジー ンに， 「いい考えがあるわ。モ
ーテルに戻りましょう。あそこなら本当に話ができる。それに，私のかばんにはウィスキーの
小ぴんがある。それだけあれば充分でしょう」と誘う。ジーンは目を輝かして， 「ええ，本当
にそうしたいわ。もう気分がよくなってきたわ」 (55)と言う。二人一緒に退場する時，離陸
する航空機の音が聞え，次第に音が大きくなる。スボットライトが背景のぐんかんどりの絵を
照らす。ヒーナは現代的なダンス服を着て，腰にはテマヌから貰ったラヴァラヴァを巻いて，
スポットライトを浴びながら登場する。航空機の音に代って，ポリネシアのドラムのリズムと
音楽が始る。ヒーナは，舞台全部を使って， 自由奔放に踊り続ける。やがて舞台の明かりが消
えて幕となる。
楽園最後の処女が，意外にも，マラワ人の性行動の実態調査にやって来たアメリカ人の人類
学者だった， というのがこの喜劇の皮肉な落ちである。
この劇が，帝国主義と植民地主義にまつわるさまざまな問題を，これまで見てきたように，
それぞれの立場を代表するような登場人物たちの衝突や相互作用を通して浮き彫りにし，批判
しようとするものであることは論を侯たないが，作者ヘレニコの巧みな作劇術による筋の進行
と，架空の島のモデルと思われるロトゥマ (Rotuma) 出身で，西欧の教育を受けた，双方の
文化を肌で知る作者にしてはじめて可能な，登場人物たちの習慣の違いや，言葉遣い，為種の
ディテールに至る書き込み，が，観客を，あるいは戯曲の読者を，この劇的世界に参加せしめ
ぐんぐん引き込んでゆくのである。我々は， すぐれた劇のみが与えてくれる満足を覚えなが
ら， この劇の主題である帝国主義と植民地主義が自からの意識の問題である，との認識を得る
ようになる。
第三場のヘルムートの寝室のベッドの上に積んであった3冊の本はサマセット・モーム，ジ
ャック・ロンドン，マーガレット・ミードの書物である。西欧の人々は， モームやジャック・
ロンドンの南海ものと呼ばれる小説を読み，また，人類学者ミードの本で，太平洋の島々に，
性的な抑圧を知らない，淳朴な人々の住む，楽薗のイメージを植えつけられたのである。ヘレ
ニコは， 自作について次のように述べている。
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"The play looks at many issues in a very personalized way. One important thing 
is to debunk stereotypical images of Polynesia that have been created by Paul 
Gauguin in his paintings, and・by writers like. Margaret Mead, Jack London and 
Somerset Maugham. There's a whole history of Polynesians being represented by 
10) 
outsiders and the picture often shown is of a people who are'nt quite fully human." 
また，第二場の終りの方でテマヌとジーンの議論のなかで，西欧の人類学者が，太平洋の島
の人々を調査・研究するときの姿勢や意識を問題にするところがあるが，ヘレニコはそのよう
な欧米人の一種の傲慢さに我慢がならない。土地の人間はそれを強く意識し，傷つけられるの
だ，と言う。そして，
"A certain arrogance compels some anthropologists-not all-to go out there, objectify 
people, put them under microscopes and dissect them. What they don't often get is 
that the local people are usually very aware of what is being done to them and 
10) 
their dignity when they're put under somebody else's microscope." 
と述ぺている。
それでほ，太平洋諸島の人々が，植民地主義のさまざまな圧制に耐え， 自からの文化を，人
間的尊厳を何を支えに守ってきたのだろうか。それはユーモアである。権威を茶化し， 自分自
身をも笑うことのできる，健全な精神である。島民たちが，祝宴に集う時，彼らを笑わせ，仕
来りに導き，歌や踊りに誘うのは道化役者である。ボリネシアの社会における道化役者の役割
の重要さ，その価値について，サモアの劇作家ジョン・クヌープール (JohnA. Kneubuhl, 
1919-1992)はある対談のなかで， 道化というものは人間の文化の一部であって， それを公式
に道化と認めるかどうかに関係なく， すべての社会に太古から存在するものだ， と述べ， ま
た，ポリネシアの道化が，白人の植民者を笑いの対象とする，と言う説があるが，それは正し
くない。サモア人は白人よりも他のサモア人を笑う，と語っている。
" .. Clowns are funny, and laughter is its own justification. There's the French 
aphorism: "After any war, one should write only comedies." In a world that's become 
increasingly tense, formalized, and over-intellectualized, comedy seems to me a very 
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healthy, wonderful release. I absolutely love the Samoan fale aztu, because it is 
wild, spontaneous, improvised laughter. I love -to hear primal laughter, which is a 
very good shield. There is a tendency to say that Sanvans laugh at the white man 
and by laughing at the white man put him down. That's not true. That's the 
modern sympathizer trying to make Samoans act like political agitators against 
colonial government. Samoans will laugh at other Samoans rather than at the white 
man. The Samoan will satirize a fellow Samoan who is imitating white behavior 
too much. In that indirect kind of way, it is more immediately apropos to their own 
society because they are satirizing one of themselves. And it is less politically 
barbed, more rounded, and healthier. They're correcting their own house rather than 
12) 
venting their angers on someone else .... 
しかし，ポリネシアの道化を部外者が理解することは難しい。道化役者がリードする集団の中
に参加することは一層困難である。第二場の結婚式の場がよい例である。人類学者のジーンは
道化役者や招待客の言うことが理解できないし， 目の前で展開するものに困惑するぽかりであ
る。新郎のヘルムートは，ジーキーが彼の座ぶとんを揺った時，誤解して腹を立て， ヒーナの
手を張っぽって，式半ばで席を立ち，あまつさえ，彼のお気に入りの歌を歌って踊り回り，結
婚式を台無しにしてしまうのである。
実際 この結婚式の場は，ポリネシアの道化についての実際的な知識をもった者，その文化
の共有者でなければ，演出も，演技もできないであろう。ヘレニコはポリネシアの道化につい
13) 14) 
ての研究で博士号を受けた研究者であり， ロトゥマの女道化役者に関する著作もある。彼は自
からこの喜劇を演出し（ハワイでの公演ではジニー・ショフナーとの共同演出）， 父親の役を
見事に演じた。
この作品には，また，テマヌによって代表される，文化的アイデンティティの問題がある。
テマヌは，作者ヘレニコ自身が多分にモデルになっていると思われるが，今日，太平洋諸島の
人々は自分のルーツに縛ばれることなく，異った世界，新らしい文化を学ぼうと，ヘレニコ
自身もその一人であるが，世界の各地に散って活躍している。ヒーナは将にそのような若者
である。ヘレニコは言う，彼女ほボリネシアの航海者の血を受け継いでいるのだ， と。
"Rina, the'virgin,'represents that kind of Pacific Islander. She's not afraid to leave, 
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which harkens back to our navigating traditions, of living without boundaries and 
10) 
having only the sky as a limit." 
また，彼は，アイデンティティを木に喩える。枝が延びすぎたら，少し剪定をしなければなら
ないかもしれない。しかし，根さえしっかりしておれば木は大丈夫だ。
"Once rooted in a culture, it grows toward the source of light. Sometimes theres' 
too many branches, perhaps, and the tree needs a bit of pruning, but the possibility 
10) 
of doing whatever it wants to do is there because it's rooted." 
この喜劇の結末はいささか楽天的であるが，若くて美い，かまととのヒーナの成功を観客は
心から祈りたくなる。
この作品の大きな魅力の一つであり，特異なものにしているのは第二場で演じられるボリ
ネシアの結婚式であるが， これは別として，作品を単なる戯画に終らない， 深みのある作品に
したのは，作者の人間の心理に対する洞察力の深さによるものである。それは，ヘルムート，
ジーン，そして，テマヌの造形にみられる。ヘルムートが，処女妻を求めて，南海の楽圏にや
って来た動機は単に， ロマンティックな楽園のイメージに惹かれただけではなかった。彼の隠
れた動機は，彼の本国における疎外感，二人も妻を失ったこと，老いと性的能力の衰えに対す
る不安であった。ジーンも，充分自覚はしていないが，性的抑圧に苦しんでいる。そして，彼
女の学術調査は心許ない。自分のルーツを探しにマラワに帰ってきたテマヌのとまどいは大き
い。それが，彼女に，ヘルムートやジーンに対して過剰に攻撃的な態度を取らせ， また， ヒー
ナのヘルムートとの結婚と離郷を阻止しようとする行動に走らせる。
多くの劇評家から高い評価を得たこの作品によって，ヴィルソーニ・ヘレニコは，単に南太
平洋の劇作家であるにとどまらず，世界の演劇界にその位置を獲得した， と言えるであろう。
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